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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年１１月１１日に公表した平成１８年３月期の業績予想を 

下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします｡ 

記 

〔Ⅰ〕１８年３月期連結業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

（平成１７年１１月１１日） 
42,000 3,600 △5,530 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 45,500 4,600 △4,700 

増 減 額 （ B － A ） 3,500 1,000 830 

増 減 率 8.3％ 27.8％ - 

前 期 実 績 

（ 平 成 １ ７ 年 ３ 月 期 ） 
38,969 2,918 2,602 

〔Ⅱ〕１８年３月期単独業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

（平成１７年１１月１１日） 
31,000 3,300 3,250 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 30,400 4,100 3,800 

増 減 額 （ B － A ） △600 800 550 

増 減 率 △1.9％ 24.2％ 16.9％ 

前 期 実 績 

（ 平 成 １ ７ 年 ３ 月 期 ） 
28,027 2,549 △6,632 

〔Ⅲ〕上記修正の主な理由について 

通期の連結決算については、売上高は機械器具製造業・クリーンルーム関係工事及び海外工事の 

進捗、引渡し関係が順調に推移したこともあり、前回予想より増加となりました。 

経常利益については、売上高の増加に加え、中間期に引き続き、建設工事業分野で LNG 関係の大口 

工事の原価削減、国内保守工事の売上総利益率が堅調に推移したこともあり、前回発表数字を上回る 

見通しです。 

 
※業績予想につきましては、現時点で得られた情報に基づいて作成しており、実際の業績は、 
今後様々な要因によって異なる場合があることにご留意ください。 

以 上  


